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2 Ha- 1　　　学童期における１日の栄養摂取量の実測値

　　　　　　　　　○望月てる代＊　岸田典子＊＊　上田愛子＊*　石永正隆＊＊

　　　　　　　　　　　　　（＊広島大　　＊＊広島女大）

　目的　生活習慣病の早期予防のために学童期からの日常生活の指導，特に危険因子のひ

とつである肥満を防止するための食生活指導と運動の重要性が指摘されてきている。食生

活指導のためには学童の食事の実態を知ることが必要であると考え，日常食からの１日の

栄養摂取量，特に脂質摂取量の実測値を調べることとした。

　方法　広島県内の保健所で開催された小学生対象の健康教室に参加して食事指導を受け

た者79名（保健所群：男子32名，女子47名）と広島市内の小学生21名（対照群：男子11

名，女子10 名）から土・日曜日あるいは休日の１日に摂取したのとほぼ同量の飲食物を

提供してもらい，試料とした。炭水化物，タンパク質，脂質の測定は常法により行った。

脂質の抽出はBligh & Dyer法により行い,脂肪酸はガスクロマトグラフィにより測定した。

　結果　三大栄養素摂取量と摂取エネルギー量は，保健所群と対照群との間に大きな相違

は見られなかった。保健所群をさらに肥満群と非肥満群に分けると男女ともに肥満群の方
が三大栄養素，エネルギーのいずれも多く摂取していた。しかし摂取エネルギー比率は保

健所群，対照群あるいは肥満群，非肥満群のいずれも推奨比に近い結果が見られた。脂肪

酸摂取量は肥満群が非肥満群に比べて男女ともに高い値を示した。　S:Ｍ:P比は保健所群，

対照群,肥満群,非肥満群の男女いずれも多価不飽和脂肪酸摂取比率が推奨値３より低く，

またn-6 ／ n-3比も推奨値4.0より高めであった。EPA ・DHA 摂取量はO.lg未満者が約４

割近くいたこと，多価不飽和脂肪酸摂取比率の低かったことから，魚介類および野菜類の

摂取量の少ないことが推察された。

2 Ha-2　　　　　小中学生自身による食物選択行動と食態度・ライフスタイルとの関連

　　　　　　　　　　　一長寿村『桐原』地域と，都市化の進む『巌』地域との比較－

　　　　　　　　　　　　○酒井治子，小竹佐知子，堤マサエ（山梨県立女子短大）

　【目的】急激な食環境による食生活の乱れが指摘される中で，子ども自身で食生活を自己
管理する力を養うことが最も重要な課題である．そこで，本研究の目的は，山梨県北都留

郡上野原町で食環境の異なる長寿村で有名な禍原,都市化のすすむ巌の比較により，小中

学生の食物選択行動と，食態度，ライフスタイルの実態を明らかにすることである.

　【方法】平成11年11月，相原地域（84名）,巌地域（402 名）の小学校5.6年生と中学
校1～3年生計486名を対象に，質問紙調査を行った.

　【結果及び考察】l塾，おけいこの通塾率が巌で74.2%,桐原で52.9%と，全国標準68.4%

と比較しても禍原では低かった. 2）買い食いをする頻度は巌で59.1%,桐原で42.2%と，

桐原地域で少なかった，買い食いをする食品の種類は桐原ではおやつが多く，通塾率の高
い巌では軽食類が多かった. 3）スケッチ法を用いた家庭での朝食・夕食の調査から，柳原

では主食・主菜・副菜の揃った食事が多かった. 4）mmでは伝統食に対する知識を持って

いる児童が多く，「お菓子などを食べ過ぎない」「油物やしょっぱい物を食べすぎない」こ

とを食事において重視し，「３食必ず食べる」ことに対するセルフエフイカシーが高かった.
5）巌で午後ｎ時以降の就寝が34.6%を占め,桐原の15.6%に比べて就寝時間が遅かった．

不定愁訴については，巌で「横になって休みたい」と「イライラする」ことのよくある児

童が多かった．柵原では食教育を含めた道徳的推進事業が実施されており，その効果が伺
えた．食環境の違いに加え，小中学生自身が食生活を自己管理する力を育む食教育が小中

学生の食物選択行動，食態度，ライフスタイルに影響を及ぼす可能性が示された.
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